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１
，
．
０
、
Ｉ
、
Ｉ
、
Ｉ
、
ｌ
、
一

〔
来
歴
と
概
要
〕
こ
の
「
飯
山
文
庫
」
を
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
飯
山
家

は
下
野
（
栃
木
県
）
で
代
々
医
業
を
つ
づ
け
、
当
主
飯
山
玄
子
氏
は
十

九
代
と
い
わ
れ
る
。
先
代
の
飯
山
好
正
氏
が
同
家
に
伝
わ
る
古
書
を

北
里
大
学
医
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
「
飯
山
文
庫
」
と
な
っ
た
。

飯
山
家
に
伝
わ
る
古
文
書
に
よ
る
と
、
最
初
の
祖
先
は
飯
山
大
学

と
い
い
、
室
町
末
期
の
名
医
曲
直
瀬
道
三
の
弟
子
と
い
わ
れ
る
。
い

つ
ご
ろ
か
ら
現
在
の
下
野
に
居
住
し
て
い
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
親
鷲
の
開
基
に
な
る
高
田
専
修
寺
の
門
跡
の
侍
医
と
し
て
、
は

や
く
か
ら
下
野
の
地
に
在
住
し
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
、
以
後

代
を
か
さ
ね
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

本
文
庫
の
逸
品
と
い
わ
れ
る
「
平
次
郎
解
剖
図
」
は
当
主
か
ら
八

代
前
に
あ
た
る
飯
山
玄
両
が
、
文
化
二
（
一
八
○
五
）
年
に
模
写
し

た
も
の
で
、
全
長
一
七
・
六
メ
ー
ト
ル
、
一
巻
も
の
の
極
彩
色
の
見

事
な
絵
巻
で
あ
る
。

こ
の
原
画
は
、
江
戸
に
お
け
る
杉
田
玄
白
ら
の
『
解
体
新
書
』
の

事
業
に
刺
激
を
う
け
、
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
上
方
で
は
じ
め
て

小
石
元
俊
ら
が
お
こ
な
っ
た
脈
分
け
を
図
解
し
た
も
の
で
、
世
に
「
平

次
郎
解
剖
図
」
と
い
わ
れ
る
。

飯
山
玄
両
は
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
六
月
十
五
日
に
七
十
八
歳

北
里
大
学
医
学
図
書
館
「
飯
山
文
庫
」

文
庫
め
ぐ
り

(7)
l

h

で
世
を
去
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
門
跡
が
上
洛
し
た
さ
い
、
そ
の
侍

医
と
し
て
随
行
し
、
京
阪
の
ど
こ
か
で
さ
き
の
解
剖
図
の
原
画
を
披

見
す
る
機
会
を
得
、
こ
れ
を
模
写
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
飯
山

家
に
は
中
国
の
医
神
の
神
農
の
絵
図
が
残
っ
て
い
る
が
、
玄
両
は
絵

筆
を
と
っ
て
も
非
凡
な
伎
価
の
持
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

か
っ
て
、
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
で
、
同
大
学
所
蔵
の
二
巻

も
の
と
照
合
し
、
同
席
さ
れ
た
故
小
川
鼎
三
・
緒
方
富
雄
博
士
に
も

一
覧
し
て
い
た
だ
き
、
本
図
が
あ
ら
た
に
発
見
さ
れ
た
「
平
次
郎
解

剖
図
」
で
あ
る
こ
と
が
た
し
か
め
ら
れ
た
。

飯
山
家
は
そ
の
後
、
眼
科
の
名
医
土
生
玄
碩
と
も
交
遊
が
あ
り
、

飯
山
香
雨
な
ど
教
育
者
と
し
て
も
名
を
と
ど
め
た
人
物
を
輩
出
し
、

い
わ
ば
地
元
の
名
士
と
し
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
幸
い
そ
の

土
蔵
に
多
数
の
医
籍
を
ふ
く
む
古
書
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
文
庫
の
な
か
に
は
、
杉
田
玄
白
・
華
岡
青
洲
ら
の
医
書
を
は

じ
め
、
平
賀
源
内
や
福
沢
諭
吉
ら
の
書
物
が
ふ
く
ま
れ
、
三
六
四
点

の
小
規
模
な
文
庫
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
医
学
史
、
科
学
史
は
も

と
よ
り
文
化
史
研
究
に
と
っ
て
胄
重
な
文
献
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

〔
冊
子
〕
「
飯
山
文
庫
目
録
」
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